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本研究の目的は、小学校社会科歴史学習における歴史体験ボードゲームの活

用と歴史的エンパシーの関係性を明らかにすることである。グローバル化や技

術革新が進む現代社会において、多様な価値観を持つ人々との協働や進化を続

ける技術との調和が求められ、他者理解と共感がより一層重要となる。そこ

で、歴史的エンパシーの育成を目指すため、歴史体験ボードゲームを取り入れ

た単元を開発し、その有効性を検証した。 

 本研究を通して、歴史体験ボードゲームを活用することは、歴史を学ぶ視点

の転換、歴史に対する感情的な関与を促進する役割があり、歴史的エンパシー

育成に効果的であることが明らかになった。今後の課題として、選択と結果に

重点を置いた活動を取り入れること、多様な視点への共感を促す手立てを検討

することが求められる。 

 

 

 


